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≪ご挨拶≫

弊社は1959年創業以来、電子部品製造業として歩んでまいりました。

顧客のご指導の元、品質向上、環境負荷軽減に努めて参りましたが、昨今の、

温暖化の影響による地球規模での災害や廃プラ問題による海洋汚染と言った

問題が深刻化する中、ワンランク上の環境活動の一環としてエコアクション21

の取得に向け、全従業員一丸となって取り組むこととなりました。

今後も環境への意識向上を唱えつつ地域社会への貢献、従業員の幸福、

顧客への信頼に答えられると言った企業理念を尊重し活動して参ります。

株式会社太陽電気

代表取締役社長

富沢和弘

環境経営レポート
【レポートの対象期間：2022年8月～2023年7月】

株式会社 太陽電気
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1．　事業所及び代表者名

株式会社太陽電気

代表取締役社長　富沢和弘

2．所在地

　〒370-0873　本社・豊岡工場　　群馬県高崎市下豊岡町519-2

　〒370-0881　町屋工場　　　　　群馬県高崎市町屋町973

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　　：　代表取締役社長　　　富沢和弘

環境管理責任者　：　工場長　　 　　　　　　大堀牧人

担当　　　　　　　　：　ＥＡ２１事務局    　佐股俊二

TEL　：　027-322-4757

FAX　：　027-326-6812

4．対象範囲

株式会社太陽電気　全組織及び全活動

5．事業の内容

電子部品製造（検査・出荷業務）

　　　　　　　　　　　　

6．事業規模

人

㎡

㎡

※　（　）内は町屋工場人員

2022年2021年2020年

１．組織の概要
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768768768

活動規模

従業員数

本社工場床面積

町屋工場床面積

単位

1,6781,678

81(8)80(8)

1,678

86(8)



　　　　　　  環 境 経 営 方 針

〔基本理念〕

　　今まで育ててもらった地球を、今の世代で壊すことなく、次の世代、また

　　次の世代へと末永く引き継ぐことの出来る様な事業活動を行い、環境負荷

　　軽減に取り組む

〔基本方針〕

　　環境保全活動を推進するにあたり、2002年に制定した当社の環境方針を継

　　続すると共に新たな取り組みも含め、以下に主な活動項目を掲げ継続的に

　　取組みます。

　　１．環境基本方針に基づき環境保全に努めると共に技術的・経済的な事情

　　　　を考慮の上、環境に与える影響を低減する事を目的とし、顧客、地域、

　　　　社会全体に貢献できる活動に努めます。

　　　①二酸化炭素排出量削減のため、使用電力の削減・使用化石燃料の削減

　　　　に努めます。

　　　②事業活動で発生する廃棄物は、発生を抑制するとともに再使用の向上

　　　　に努めます。

　　　③限りある水は、使用量削減のため節水に努めます。

　　２．環境活動を推進するにあたり、環境目標・環境活動計画を策定し取組

　　　みます。策定した目標・活動計画は定期的にあるいは必要に応じて見直

　　　します。

　　３．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守し

　　　ます。

　　４．環境方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境

　　　に関する意識の向上を図ります。

　　５．環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニケ

　　　ーションを図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　2019年　12月　１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　太陽電気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　富沢和弘



　　3.エコアクション２１　推進組織図

職名 役割

最高責任者

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に

　関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器・設

　備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境経営方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境経営方針・目標・計画

　等システム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

⑤課題とチャンスの明確化

株式会社太陽電気

環境管理責任者

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、目的を達成す

　るために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報

　として、構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する。

事務局 ①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に関する実務全般を所管する。

部門長
自部門の環境教育を推進する。

自部門の環境経営計画の具体的な取り組み内容を実践し推進する。

【最高責任者】

代表取締役社長

【環境管理責任者】

工場長

【事務局】

課長

本社・豊岡工場

部長

町屋工場

課長



（１）環境経営目標の設定

　　　本社工場と町屋工場に分けて環境経営目値を設定しました。

（2）環境経営目標と取組状況

（3）2021年を基準とした、2022年の実績は2022年8月～2023年7月迄

2022年8月～2023年7月

2021年実績

（基準年）
今年度目標値

2022年8月～

2023年7月実績
評価

本　社 二酸化炭素排出量（㎏-Co2） 874,590.41 874,590.41 820,637.62 〇
二酸化炭素排出量の削

減
町　屋 二酸化炭素排出量（㎏-Co2） 50,555.53 50,555.53 44,648.64 〇

（㎏-Co2） 総量（ｋｇ-CO2） 925,145.94 925,145.94 865,286.26

本社 廃棄物重量（㎏） 14,050 14,050 4,905 〇

廃棄物の削減 町　屋 廃棄物重量（㎏） 16,551 16,551 7,972 〇

（㎏） 合計（ｋｇ） 30,601 30,601 12,877

本　社 使用量(㎥) 786.00 786.00 884.00 ×

町　屋 使用量(㎥) 157.00 157.00 143.00 〇

総量（㎥） 943.00 943.00

生産実績数（M個） ######### #########

電力使用量（Kwh) 1,633,306 1,540,308

生産性実績/kwｈ 31,959個 25,567個 25,427個

入庫重量(t） 469 178

リサイクル量（t） 451 170

リサイクル率 96.2% 95% 95.5%

※　電力排出係数　　オリックス　0.535㎏-co2/kwh を使用

※　電力排出係数　　東京電力　0.447㎏-co2/kwh を使用

№ 環境経営目標
今年度

の目標
拠点 項目

1
2021年排出量未満にす

る

2
2021年排出量未満にす

る

2021年排出量

未満にする

3
水使用量の削減

（㎥）

2021年排出量未満にす

る

4 本業に関する目標

電力に対する生産性

25,567個/ｋｗｈ

4.環境経営目標・環境経営計画　2022年度

2023年

目標

2024年

目標

2021年排出量

未満にする

入庫量に対するリサイクル

率　95%以上 町屋
〇

本社 ×

目標と実績

2021年排出量

未満にする

本業の目標の

見直し等により

決定する

本業の目標の

見直し等により

決定する

2021年排出量

未満にする

2021年排出量

未満にする

2021年排出量

未満にする



＊2022年8月～2023年7月の活動の取組みと評価。

1．二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化・表示

②照明・ＰＣ電源不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④電力、ガソリン量の集計

⑤町屋工場　照明LED化

⑥生産量に合わせた稼働体制

本社

町屋

2．廃棄物排出量の削減

3．水使用量の削減

①毎月のメータを確認

②節水表示

③節水を心掛ける

4.本業に関する目標

本社：電力に対する生産性

25,567個/ｋｗｈ

町屋：入庫量に対するリサイクル

　　　　率95%以上
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①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

町屋
節水意識の浸透により、削減することができた。

次年度の取組内容

・計画に基き活動を実行し、排出削減を図る。

生産量に合わせ使用電力量を削減することはできたが、目

標値は達成できなかった。

受入量に対してリサイクル率は目標を達成することができた。

本社

町屋

次年度の取組内容

・本業の見直し等により決定する。

町屋

本社
生産量の増加時期に合わせた人員増により、使用量が増加

した。

次年度の取組内容

次年度の取組内容

・計画に基き活動を実行し、排出削減を図る。

生産量に合わせた稼働体制により、排出量を削減することが

できた。
本社

町屋

本社

④段ボール再資源回収化

・計画に基き活動を実行し、排出削減を図る。

5.環境経営計画の取組みと評価

受入量に合わせた稼働と照明類のLED化とにより、排出量

を削減することができた。

段ボール類の資源回収化により、廃棄物量を大幅に削

減することができた。

段ボール類の資源回収化により、廃棄物量を大幅に削

減することができた。

環境経営計画 環境経営計画の取組結果とその評価



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

6.環境関連法規制の遵守

法規制等の名称

騒音規制法

振動規制法 特定施設の届出

遵法

遵法
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委託基準（契約書・許可証）、マ

ニフェスト交付・保存及び交付状況

報告

遵守状況遵守事項

遵法

遵法廃棄物処理法

フロン排出抑制法 四半期毎の簡易点検

特定施設の届出



1 有・無

2 有・無

3 有・無

4 有・無

7.代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し項目
見直しの

必要性
「有」の場合の指示内容

前期は、電子部品の需要減速が顕著に現れ、弊社も数ヶ月間、大幅な生産減に陥りました。

結果として、目標値の二酸化炭素排出量、廃棄物の削減は、だいぶ削減出来ましたが、本

来、あるべき姿は、仕事量に関わらず削減すべき問題であると考えています。その反面、電力に

対する生産性結果は、本社工場に至っては、大幅な生産減の煽りを受け目標達成に至りませ

んでした。理由としては、日頃から取り組んでいる節電活動では補えきれない電力使用量になっ

た結果だと思います。設備運用上、当社では致し方ない面も多々ありますが、近年の電気料

金の高騰を考えれば、今後、まだ気づいていない節電箇所の洗い出しを実行していかなければ

ならないと考えています。また、本社工場は生産減にもかかわらず、水使用量の目標値が達成

出来なかったことは残念です。理由を精査して、今後の対応に繋げていってもらいたいと思いま

す。前期の環境負荷への取り組みとして、本社工場の残りの、屋根熱交換塗料塗り替えを完

結させました。是で、本社、町屋工場の屋根に関しては、塗り替えが全て完了したので、今後ど

のように環境に配慮できるか期待しています。また、本社第1工場のエアコンを数台オーバーホー

ルしたことで、以前より温度設定を上げて夏場を稼働出来たと言う事は良い成果だったと思いま

す。今後は、計画的にスケジュールを作り、町屋工場を含め、定期的にエアコンの室内、室外機

のオーバーホールを実施して行く事で、温室効果ガス削減に寄与して行きたいと思います。インフ

ラ関係の投資は、本社第2工場のキュービクルの設置を行ないました。理由として、変電所内の

設備の老朽化もそうですが、第1工場と第2工場で別々の変電設備を持つことで、自然災害時

の対応に有効だと思ったからです。現在考えている、一番のリスクが河川の氾濫による被害の

為、リスク回避の一環として行ないました。今後も、リスク管理の徹底と老朽化設備の入れ変え

（株）太陽電気　代表取締役社長　富沢和弘

2023年8月

実施体制 継続

環境経営方針 継続

環境目標 継続

環境活動計画 継続


